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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

みどり自然課
担当名: みどり保全・総合調整担当

内線: 3150 (単位：千円)
会計

P39 緑のトラスト運動推進費 一般会
計

総務費 環境費
項

自然保護対策
費

緑のトラスト運動推進費
番号 事業名

事 業
期 間

昭和59年度～ 根 拠
法 令

さいたま緑のトラスト基金条例

款

針路 10
分野施策 1001

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

13,15,17
13-1,13-3,15-1,15-9,15-a,17-7

　埼玉の優れた自然や貴重な歴史的環境を、県民からの
寄附により取得し、県民共有の財産として末永く保全す
る「緑のトラスト運動」を推進する。

　ア　緑のトラスト保全地の取得・保全整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,500千円
　イ　緑のトラスト保全地の保全管理及びさいたま緑
　　　のトラスト基金募金広報活動　   27,245千円
　ウ　さいたま緑のトラスト協会に対する補助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1,815千円
  エ　緑のトラスト運動の普及啓発　      380千円

（１）事業内容
　　ア　緑のトラスト保全地の取得・保全整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,500千円
　　　  自然災害等による被害発生時の対応(4-3月)
　　イ　緑のトラスト保全地の保全管理及びさいたま緑のトラスト基金募金広報活動　　　 　27,245千円
　　　  保全地の保全管理とさいたま緑のトラスト基金の募金広報活動業務(4-3月)
　　ウ　さいたま緑のトラスト協会に対する補助　                                      　1,815千円
　　　   (公財)さいたま緑のトラスト協会に対する運営費補助(4-3月)
　　エ　緑のトラスト運動の普及啓発　                                                　  380千円
　　　  写真コンクールの実施(8-2月)
　
（２）事業計画
　　　令和5年度　トラスト保全地の計画的な整備・補修（枯損木及び支障木の伐採、散策路や境界柵の整備等）
　　　　　　　　 ナラ枯れ被害の防除・予防
　　　　　　　　 自然災害等による被害発生時の対応
　
（３）事業効果
　　ア　ボランティアスタッフ延べ人数　令和5年度：5,400人(見込)
　　イ　寄附件数　令和5年度：700件(見込)

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　さいたま緑のトラスト協会ボランティアスタッフによる保全地管理

２　事業主体及び負担区分
（県10/10）

３　地方財政措置の状況
普通交付税（包括算定経費）
（区分）企画費（細目）環境保全対策費
（細節）環境保全対策費
（積算内容）地域の実情に応じた環境保全対策

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.5人＝14,250千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比使用料・手数料 繰 入 金

決定額 31,940 35 31,905

前年額 32,185 31 32,154 0

― 環境部 39 ―

豊かな自然と共生する社会の実現

0 △245

みどりの保全と創出



 

事業名

単位事業名 予算額 2,500千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

役務費 2,500 0 自然災害等による被害発生時の樹木伐採等

合計 2,500 0

単位事業名 予算額 27,245千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 27,245 △245 業務委託　

合計 27,245 △245

単位事業名 予算額 1,815千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 1,815 0 さいたま緑のトラスト協会に対する活動費補助

合計 1,815 0

さいたま緑のトラスト協会に対する補助

主な内容

事業内訳書

緑のトラスト運動推進費

緑のトラスト保全地の取得・保全整備

主な内容

緑のトラスト保全地の保全管理及びさいたま緑のトラスト基金募金広報活動

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 380千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 340 0 写真・動画コンクール入選記念品代
写真・動画コンクール応募要領印刷

使用料及び賃借料 40 0 写真・動画コンクール審査会場使用料

合計 380 0

緑のトラスト運動の普及啓発

主な内容


